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中米ニカラグアにおける心疾患による高死
亡率の背景および生活習慣との関連 
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【背景・目的】本研究は新潟医療福祉大学大学院（修士課

程）国際保健医療学演習Ⅱの一部である。巨視的な視点（い

わゆる鳥の目）で青年海外協力隊筆頭著者が赴任した中米

ニカラグアにおける心疾患高死亡率の背景と生活習慣と

の関連を調査し、中南米固有のソーシャルデターミナント

（以下、SoD）の背景下にあって有効な生活習慣の改善等

の対策可能性を探るため、具体的な対策の検討を行った。 

 
【方法】ニカラグア政府、WHO（世界保健機関）、同 PAHO
（汎アメリカ地域事務局）の公表資料等から心疾患に関す

る長期間の時系列データを集め、先行研究から心疾患の背

景要因となりうる SoD を抽出し、それらとニカラグアに

おける固有の事情の比較調査･分析した。その結果に基づ

き、同国における虚血性心疾患の特性要因図を作成し、各

要因の軽減対策可能性を合わせて検討した。 
 
【結果】表 1 は SoD の種類一覧、図 1 は中南米共通の心

疾患による高死亡率に関連した SoD¹⁾および生活習慣の

特性要因図ある。SoD の最大のものは、貧困、食糧不足と

判断された。これに気候条件が重なり、全ての衣食住と生

活習慣が影響を受け、高血圧、高脂血症や糖尿病などの虚

血性心疾患ハイリスク者が増加するモデルを考えた。     

次に識字率 82.5％(2012)と教育レベルが低く、対策可能

要因として若年より習慣化した危険な飲酒、喫煙や運動不

足が問題である。これらの要因が相加、相乗されてハイリ

スク者が増加すると考えられた。一方、医療では、内戦な

どによる政情不安と財政悪化による病院不足のため受診

率が低く、心疾患を含め急性疾患発症の救命救急対策が覚

束ない。また国として、心疾患を含む非感染症要因に対す

るその評価やモニタリング政策は講じられていない。 

 

【考察】WHO は 2017 年、世界の心疾患死者の 2/3 以上

が低中所得国にあり、患者は効果的で平等な医療サービス

にアクセスする事が出来ず早世すると報告している。中所

得国であるニカラグアの心疾患による高死亡率の背景に

も、貧困が大きく関係している。殊更、急逝に関連が強い

心疾患対策として WHO は PS:ポピュレーションストラ

テジィと HS:ハイリスクストラテジィを組み合わせた第

一次予防を提唱し医学的にも医療経済的にも有効として

いる。そこで草の根レベルから実現可能で効果的な対策と

して、学校、企業・個人事業の 2 世代への啓発活動強化を

考える。まず学校では早期より健康志向を養い運動習慣を

身に着けること、さらに成人には、企業、地域単位で運動

指導や健康診断とそのモニタリングが考えられる。 

 
【結論】ニカラグアの心疾患による高死亡率対策として、

第一次予防の導入と生活習慣を改善すべくヘルスプロモ

ーション活動を草の根レベルで始めることが重要である。 
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表 1 中南米 33 ヵ国とニカラグアの SoD 

図 1 心疾患による高死亡率の背景（特性要因図） 
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